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布製おむつカバーの利用は次第に増し てい るが，カバ

ー布の防水力 は最初から充 分でない 物や洗たく，着用で

著し くへる物がある。 また，カバーは清潔向上のた め今

後一層洗 たく頻 度を増さねばならぬ。洗 たく労力 節減か

ら機械洗い が望 まれるので，機械洗い によるカバー用ネ

ルの防水 を主とし た物性変化を調 べ，カバー縫 製業者の

用布選定条件の設定や保育者のカバー選択や取扱いの基

本を明らかにする よりどころ とする 目的で本 実 験 を し

た。･

試料は毛 ，毛 ・合繊 混， レーヨン・合繊 混の６種ネル

で,洗たく条件はＮ 社280 渦巻弱,洗 剤はD 社合洗0.2％，

液温20°±2°C,浴比1 : 30, 洗たく20時間時間を６段階，

本洗い 後すすぎ押し 絞 り自然乾燥し た。 防水は耐 水度法

（ショッパー） と荷重下ぬれの電気 的防水度測定。通気

はフラジール形法。収縮は定法によ りい ずれも原布 と比

較した。

結果 は防水度変化 は二方 法におい て異なった結果 がみ

られ， カバー用布は実際に近い荷重 下の電気的 防水度測

定法がよい。耐 水度法によれば毛 は洗 たくによる防水力

の減退はほとんどみられず合繊 ・レ ーヨン混等は0.5,  2

時間で著し く減る。荷重下測 定で はい ずれも洗 たくによ

り減 退する。通気 度は20 時間洗 たく後毛 は約50%  減少。

し，化繊 混紡布 はい ずれも大きな変化 はない。 収縮は縦

方 向が大きく毛 はブロードを除いて大差なく8 ～3  ％以

下で横は約3% 以 下であった。


